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きそさき
INFORMATION　

２
月
１
日（
水
）に
選
挙
管
理
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
を
迎
え
る
木

曽
岬
町
長
選
挙
お
よ
び
こ
れ
と
同
時
に

行
う
木
曽
岬
町
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙

期
日
が
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人

　
平
成
１１
年
４
月
２４
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

　
平
成
２９
年
１
月
１７
日
以
前
か
ら
、
引

　
き
続
き
木
曽
岬
町
の
住
民
基
本
台
帳

　
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
選
挙
人

　
名
簿
に
登
録
さ
れ

　
て
い
る
人
。

◎
投
票
日
に
用
事
が
あ
る
人
は
期
日
前

　（
不
在
者
）
投
票
が
で
き
ま
す

　
投
票
日
に
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

　
は
、
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
が
で

　
き
ま
す
。
こ
の
場
合
入
場
券
が
届
い

　
て
い
れ
ば
投
票
所
へ
入
場
券
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
期
間

　
　
４
月
１９
日（
水
）〜
４
月
２２
日（
土
）

　
②
場
所
お
よ
び
時
間

　
•
場　
所

　
　
木
曽
岬
町
福
祉
・
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
会
議
室

　
•
時　
間

　
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
８
時

◎
そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
制
度
も
あ
り

　
ま
す

１
．
滞
在
地
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
長
期
市
外
滞
在
な
ど
で
、
選
挙
期
日

　
に
投
票
へ
行
け
な
い
人
は
、
滞
在
先

　
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

　
が
で
き
ま
す
。 

　
①「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
（
兼
請
求

　
　
書
）」
を
滞
在
先
へ
取
り
寄
せ
、

　
　
必
ず
本
人
が
記
入
し
、
木
曽
岬
町

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
へ
提
出
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。（
郵
送
可
、Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ

　
　
ー
ル
等
原
本
以
外
に
よ
る
も
の
は

　
　
不
可
）

　
　

※

入
場
券
の
裏
面
も
不
在
者
投
票

　
　
　
請
求
書
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
但
し
入
場

　
　
　
券
は
告
示
日
の
前
後
に
町
内
し

　
　
　
か
届
き
ま
せ
ん
。

　
②
滞
在
先
へ
投
票
用
紙
な
ど
が
、
木

　
　
曽
岬
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵

　
　
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
郵
送
さ
れ
た

　
　
投
票
用
紙
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
滞

　
　
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
持
参

　
　
し
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
の
職
員
立
会
い
の
も
と
で
不
在
者

　
　
投
票
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

※

自
宅
で
投
票
用
紙
に
記
入
し
た

　
　
　
り
、
不
在
者
投
票
証
明
書
の
封

　
　
　
筒
を
自
分
で
開
封
す
る
と
無
効

　
　
　
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

　
　
　
だ
さ
い
。

　
③
投
票
済
の
投
票
用
紙
が
、
滞
在
先

　
　
の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
木
曽
岬

　
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
さ
れ

　
　
ま
す
。

　

※

滞
在
地
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

　
　
関
係
書
類
を
郵
送
で
や
り
取
り
す

　
　
る
た
め
、
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

　
　
で
、
早
目
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
　
さ
い
。

２
．
指
定
施
設
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指

　
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

　
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
場
合

　
は
、
施
設
に
申
し
出
れ
ば
、
指
定
場

　
所
で
不
在
者
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

　

※

指
定
施
設
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　
　
は
、
関
係
書
類
を
郵
送
で
や
り
取

　
　
り
す
る
た
め
、
日
数
が
か
か
り
ま

　
　
す
の
で
、
早
目
に
施
設
内
の
事
務

　
　
室
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

３
．
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で

　
自
書
が
で
き
、
次
の
表
に
該
当
す
る

　
か
た
は
、
自
宅
や
居
所
に
お
い
て
郵

　
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、
ま

　
ず
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付

　
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
期
日（
投
票
日
）

平
成
２９
年
４
月
２３
日
日

木
曽
岬
町
長
選
挙
・

木
曽
岬
町
議
会
議
員
選
挙

選
挙
期
日（
投
票
日
）の

お
知
ら
せ

投
票
箱

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー
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①「
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
」

　
（
本
人
の
署
名
が
必
要
で
す
）
に
記

　
入
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
介
護
保

　
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し
を
添

　
え
て
、
木
曽
岬
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
（
本
人⇒

選
管
） 

②
申
請
に
基
づ
き
、「
郵
便
等
投
票
証

　
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。
こ
の
証
明

　
書
は
投
票
の
際
に
必
要
で
す
の
で
、

　
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
選
管⇒

本
人
）

　
証
明
書
の
有
効
期
限
は
、
身
体
障
害

　
者
手
帳
お
よ
び
戦
傷
病
者
手
帳
の
該

　
当
者
は
７
年
間
、
介
護
保
険
被
保
険

　
者
証
の
該
当
者
は
要
介
護
５
認
定
の

　
期
間
で
す
。

　

※

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
に
は

　
　
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
目

　
　
に
木
曽
岬
町
選
挙
管
理
委
員
会
で

　
　
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
選
挙
が
近
く
な
る
と
、
木
曽
岬
町
選

　
挙
管
理
委
員
会
が
登
録
者
に
対
し
、

　
不
在
者
投
票
の
請
求
に
伴
う
関
係
書

　
類
を
郵
送
し
ま
す
。（
選
管⇒

本
人
）

②
不
在
者
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便

　
等
投
票
証
明
書
を
添
え
て
投
票
用
紙

　
な
ど
の
請
求
を
行
い
ま
す
。

　
（
本
人⇒

選
管
）

③
木
曽
岬
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
請
求

　
者
に
対
し
、
不
在
者
投
票
用
紙
な
ど

　
一
式
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
自
宅
な

　
ど
で
不
在
者
投
票
を
行
い
ま
す
。

　
（
選
管⇒

本
人
）

　

※

郵
便
等
投
票
証
明
書
を
同
封
し
返

　
　
却
し
ま
す
の
で
、
各
自
で
大
切
に

　
　
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※

投
票
方
法

　
⑴
自
宅
な
ど
で
本
人
が
投
票
用
紙
に

　
　
自
筆
で
記
入
。

　
⑵
投
票
済
用
紙
を
内
封
筒
に
入
れ
封

　
　
を
し
、
さ
ら
に
外
封
筒
に
入
れ
封

　
　
を
す
る
。

　
⑶
外
封
筒
に
投
票
記
載
年
月
日
と
投

　
　
票
記
載
場
所
を
記
入
し
、
本
人
が

　
　
署
名
し
て
く
だ
さ
い
。

④
投
票
済
の
不
在
者
投
票
用
紙
な
ど
は
、

　
不
在
者
投
票
期
間
内
（
選
挙
期
日
の

　
前
日
ま
で
）
に
木
曽
岬
町
選
挙
管
理

　
委
員
会
へ
届
く
よ
う
、
必
ず
返
送
用

　
郵
便
封
筒
に
入
れ
返
送
し
て
く
だ
さ

　
い
。（
本
人⇒

選
管
）

①
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
が
さ
れ

　
て
い
る
か
た
で
、
次
に
該
当
す
る
か

　
た
は
、
代
理
記
載
人
に
よ
る
投
票
が

　
で
き
ま
す
。
こ
の
代
理
記
載
人
に
よ

　
る
投
票
を
す
る
に
は
、
ま
ず
「
郵
便

　
等
投
票
代
理
記
載
人
証
明
書
」
の
交

　
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴
身
体
障
害
者
手
帳

　

…

上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程
度
が

　
　
１
級
の
か
た

⑵
戦
傷
病
者
手
帳

　

…

上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程
度
が

　
　
特
別
項
症
〜
第
２
項
症
の
か
た

※

詳
し
く
は
、
木
曽
岬
町
選
挙
管
理
委

　
員
会（
☎
６
８
│
６
１
０
０
）へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
手
続
き

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
手
順

代
理
記
載
に
よ
る
郵
便
投
票
手
続
き

区 分 等 級 障害の部位等

要介護状態区分

1級～3級

1級・3級

1級・2級

両下肢、体幹

両下肢、体幹、移動機能

要介護5

免疫、肝臓
介 護 保 険
被保険者証

身体障害者
手 帳

戦 傷 病 者
手 帳 特別項症

～第3項症

特別項症
～第2項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸、肝臓

心臓、じん臓、呼吸器、ぼう
こう、直腸、小腸

立候補予定者説明会等のお知らせ
　任期満了による木曽岬町長選挙およびこれと同時
に行なう木曽岬町議会議員選挙への立候補を予定さ
れている方は、次のとおり立候補者説明会等を開催
しますのでご出席ください。（会場は役場会議室）

※立候補者説明会、立候補届出書類事前審査、立候補届出
　（告示日）における立候補者氏名等については、報道機関
　に公表させていただきますのでご了承ください。

◎町長選挙立候補者説明会
　　3月29日（水） 午前10時
◎町議会議員選挙立候補者説明会
　　3月29日（水） 午後1時30分
◎町長選挙立候補者届出書類事前審査
　　4月10日（月） 午前9時
◎町議会議員選挙立候補者届出書類事前審査
　　4月11日（火） 午前9時
◎町長・町議会議員立候補届出（告示日）
　　4月18日（火） 午前8時30分～午後5時
◎町長・町議会議員選挙期日前投票日
　　4月19日（水）～22日（土）の4日間
 午前8時30分～午後8時
◎町長・町議会議員選挙投票日
　　4月23日（日） 午前7時～午後8時
◎町長・町議会議員選挙会（開票）
　　4月23日（日） 午後９時～

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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さ
き

生
活
の
ミ
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情
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教
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本
町
で
は
一
人
親
家
庭
の
児
童
の
入

学
・
卒
業
に
要
す
る
費
用
の
軽
減
を
図

り
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と
し

て
、一
人
親
家
庭
等
の
児
童
に
対
し「
入

学・卒
業
祝
金
」を
給
付
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
一
人
親
家
庭

　
等
の
児
童
お
よ
び
遺
児
で
小
学
校
へ

　
入
学
し
よ
う
と
す
る
者
お
よ
び
、
小

　
学
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
し
よ
う

　
と
す
る
者
。

●
給
付
金
額

　
小
学
校
入
学

　
　
一
人
に
つ
き　
　
５
，
０
０
０
円

　
小
学
校
卒
業

　
　
一
人
に
つ
き　
１
０
，
０
０
０
円

　
中
学
校
卒
業

　
　
一
人
に
つ
き　
１
０
，
０
０
０
円

●
提
出
期
限

　
３
月
３１
日（
金
）

●
問
合
せ
先

　
役
場　
福
祉
健
康
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
４

一
人
親
家
庭
等
児
童

入
学
・
卒
業
祝
金

　
町
で
は
住
民
の
ふ
れ
あ
い
や
余
暇
を

楽
し
む
場
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
農
園（
貸

し
農
園
）を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

空
き
区
画
が
あ
り
ま
す
の
で
野
菜
作
り

に
興
味
が
あ
る
方
は
一
度
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
！

　
●
区
画
面
積

　
１
区
画
３０
平
方
メ
ー
ト
ル

●
利
用
料

　
年
間　
６
，
０
０
０
円

　
（
途
中
利
用
は
月
割
）

●
利
用（
契
約
）期
間

　
平
成
２９
年
４
月
１
日

　
　
〜
平
成
３２
年
３
月
３１
日

●
農
園
の
場
所

　
木
曽
岬
町
大
字
源
緑
輪
中
１
５
７
４

　
番
地

●
申
込
期
限

　
先
着
順
に
受
け
付
け
、
空
き
区
画
が

　
無
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
資
格

　
町
内
在
住
者
・
町
内
在
勤
者

●
申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場　
産
業
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
５

ふ
れ
あ
い
農
園

　
　
利
用
者
募
集
中
！

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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さ
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活
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こ
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保
健
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警
察
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ー
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１
月
２２
日（
日
）午
前
９
時
よ
り
「
ふ
る
さ
と

創
生
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
第
１
回
の
区
長
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
２９
年
区
長
会
長
、
副
会
長

お
よ
び
各
支
部
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
今
後
の
行
事
報
告
や
各
協
議
事
項

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
区
長

の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
の
た
め
に
行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
２９
年
　

区
長
会
の
役
員

●
会　

長（
３
Ｂ
支
部
役
員
）

 

森　
　

義
則

●
副
会
長（
２
支
部
役
員
）

 

白
木　
　

修

●
１
支
部
役
員 

下
里　

敏
彦

●
３
Ａ
支
部
役
員 

三
輪　

元
行

●
４
支
部
役
員 

小
笠
原　

豊

●
５
支
部
役
員 

伊
藤　

善
次

平成29年　区長紹介（敬称略）
新 加 路 戸
上 加 路 戸
中 加 路 戸
大　新　田

道 藤 忠 由

外　平　喜 白 木 昌 幸
近　江　島 花 井 光 正
西 対 海 地 白 木 　 修
田　　　代 伊 藤 正 彦
脇　　　付 伊 藤 善 次
脇　付（脇付住宅） 竹 内 一 雅

雁ヶ地（田代住宅） 黒 宮 直 樹
福　　　崎 白 木 守 夫
豊　　　崎 村上美恵子

雁　ヶ　地 花 井 勇 夫

上　和　泉 加 藤 　 寛

上　見　入 伊 藤 雅 夫
東　見　入 横 井 義 文
下　見　入 小 林 辰 興

下　和　泉 古 村 精 康
富田子・かおるヶ丘 尾 崎 一 夫

川　　　先 丹 村 　 巧
中　和　泉 三 輪 元 行
小　和　泉 星 野 経 夫

西 白 鷺 川 高 井 主 馬
白　　　鷺 大 橋 　 崇
源　　　緑 花 井 為 数

小　　　林 伊藤冨士雄

栄 比 良 良 一

下　藤　里 杉 野 光 義
上　藤　里 花 井 敏 夫
松　　　永 花 井 　 稔

南　　　栄 谷 川 浩 志
新 富 田 子 森 　 義 則
藤　里　台 小笠原　豊
辰　　　高 下 里 敏 彦
中　　　栄 宮 本 孝 幸

な ぎ さ 台 山 口 春 樹
第　２　栄 中 谷 弘 一

東 富 田 子 朝 長 龍 男
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県外医療機関で申請受付できる医療機関　平成29年1月1日現在

福祉医療費県外医療機関変更のお知らせ
〈県外の医療機関等で受診したとき（一部の機関を除く）〉
　現在、県外では三重県と同様な申請手続きをしていない医療機関が大半ですが、一部三重県と
同様に申請できる機関があります。その医療機関に一部変更がありましたのでお知らせします。
　下記《県外医療機関で申請受付できる医療機関》以外で受診された方については、役場　住民
課窓口へ領収書をご持参の上、申請していただきますようお願いします。

医療機関名
海部共立クリニック
板谷耳鼻咽喉科
海南病院

偕行会リハビリテーション病院
桜セントラルクリニック
笹医院
すずきこどもクリニック
そぶえ整形外科
とびしまこどもクリニック
ハート内科クリニック
こはら皮フ科
村瀬医院
森眼科
小笠原クリニック
杉本クリニック
エムデンタルクリニック
さくら歯科医院
Y.C.デンタルクリニック
すずき歯科
大藤歯科医院
月星歯科クリニック
安井歯科医院

区分
医 科

歯 科

※申請窓口は、1階文書受付4です。
　（平成27年4月から時間外診療分も随時受付でき
　ます。）

医療機関名
アイランド薬局　海南店
アイランド薬局　弥富店
かいなん調剤薬局
キョーワ調剤薬局　弥富店
さくら調剤薬局
スギ薬局　海南店
第２かいなん調剤薬局
たんぽぽ薬局　弥富店
調剤薬局とまと　平島店
調剤薬局とまと　弥富店
やとみ駅前調剤薬局
やとみ駅前調剤薬局　勘助店
ヤマダ薬局
しょうなん調剤薬局　弥富店
スギ薬局　弥富店
くるみ調剤薬局　やとみ店
調剤薬局さくらんぼ
やとみグリーン薬局
日本調剤海南薬局
よつば整骨院
まめの木整骨院
はり灸整骨院くぼ
とびしま鍼灸接骨院

区分
調 剤

柔 整

※一部医療機関に変更がございますのでご注意ください。

●問合せ先／役場　住民課　☎68-6103

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

カ
レ
ン
ダ
ー

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

複合型施設建設通信 Vol.15
　2月初旬から進めていました、教育文化棟の基礎杭29本の打設工事も
順調に進み、今月は基礎躯体工事の施工が始まります。
　基礎躯体工事は、地下に埋まってしまいなかなか見る事のできない部
分ですが、打設した杭に杭頭補強筋を溶接し杭と基礎躯体を堅実に繋げ
建物の礎とする大変重要な工事となります。
　基礎工事には、資機材の搬入出に大型車両の出入が多くなり、近隣の
皆様には、ご迷惑をおかけしていますが、ご協力のほどよろしくお願い
いたします。
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１
月
１６
日（
月
）、
木
曽
岬
町
役
場
４

階
防
災
多
目
的
室
を
会
場
に
、
国
立
大

学
法
人
三
重
大
学
と
木
曽
岬
町
と
の
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
調
印
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
防
災
・
減
災
対
策
や
若
者
の

定
住
化
対
策
、
ま
た
地
域
人
材
の
育
成

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
地
方
創
生
の
推

進
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
対
応
と
、
行

政
並
び
に
教
育
・
研
究
機
関
と
の
有
機

的
か
つ
包
括
的
な
関
係
構
築
の
推
進
を

目
的
に
、
本
町
と
三
重
大
学
と
の
間
で

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
取
り
交

わ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
協
定
調
印
式
の
席
上
で
は
加
藤
町
長

か
ら
「
今
回
の
協
定
は
新
し
い
町
づ
く

り
の
た
め
の
大
き
な
力
に
な
る
。
地
域

の
課
題
、
政
策
課
題
を
研
究
し
て
い
た

だ
き
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
三
重
大

学
の
持
つ
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ご
指
導

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
こ

れ
に
対
し
三
重
大
学
駒
田
学
長
か
ら
は

「
ひ
と
つ
の
学
部
に
偏
る
の
で
は
な
く
、

オ
ー
ル
三
重
大
学
で
地
域
の
課
題
や
特

徴
を
科
学
的
に
解
決
・
証
明
す
る
。
厚

い
信
頼
関
係
の
も
と
、
木
曽
岬
町
の
発

展
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
」
と
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
に
掲
げ
た
「
小
規
模
共
生
型
ま

ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
柱
に
、
町
の
魅

力
を
よ
り
深
く
引
き
出
す
た
め
の
共
同

研
究
や
、
官
民
が
連
携
し
た
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
双
方
で
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
着
実
に
推
進
し
て
行
く
予

定
で
す
。

三
重
大
学
と

　
　
タ
ッ
グ
を
組
む

スプレー缶の分別収集が始まります
　平成29年4月から、穴あけ不要となります。有害ごみ（乾電池、蛍光管、体温計・温度計）
と同様に、資源ごみ回収事業において回収を行います。
　回収場所に備え付けのコンテナに入れてください。

【出し方】　平成29年4月から
　　　　　① 中身を完全に使い切って（缶を振って、中身が空であることを確認して）
　　　　　② 穴をあけずに（プラスチック部分を取り外して）
　　　　　③ 資源ごみ回収場所に備え付けのコンテナに入れてください。

※収集車やごみ処理施設の火災の原因になりますので、不燃ごみやスチール缶資源ごみには混ぜ
　ないでください。
※やむを得ず、不燃ごみとして出す場合は、必ず中身を出し切り、穴を開けてから捨ててください。
　なお、ガス抜き作業は必ず火の気の無い風通しの良い屋外で行うようにしてください。

場　所

地区別20ヶ所 第4日曜日　午前7時（午前7時30分、午前8時）～午前8時30分
（開始時間は地区により異なります。）
輪心乃里車庫内
月～金（祝日・年末年始を除く）　午前9時00分～午後5時00分
土・日（毎月第4日曜・年末年始を除く）　午前8時00分～正午
年末年始以外は、土・日が祝日の場合も実施します。

輪心乃里

資源ごみ回収事業
回収場所・回収時間

※輪心乃里に小型家電を出される時は、さくら作業所へ連絡してください。（☎68-2760）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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町
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
資
源
ご
み
を
回
収
す
る
団
体

に
対
し
、
回
収
量
に
応
じ
た
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
２７
年
度
は
６

団
体
で
１
２
８
ｔ
の
資
源
ご
み
を
回
収

し
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
減
量
化
に
貢

献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２９
年
度
に
つ

い
て
も
左
記
の
要
領
で
実
施
団
体
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
団
体
の

代
表
者
の
方
は
、
住
民
課
窓
口
に
備
え

付
け
の
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
左
記
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
登
録
申
請
書
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限

　
３
月
３１
日（
金
）

●
提
出
先

　
住  

民  

課

●
登
録
資
格

　
次
の
各
条
件
を
満
た
す
団
体
と
し
ま

　
す
。

　
①
町
内
在
住
者
で
構
成
さ
れ
る
団
体

　
　
で
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

　
②
平
成
２９
年
度
上
半
期
・
下
半
期
に

　
　
お
い
て
各
２
回
以
上
の
回
収
活
動

　
　
を
す
る
団
体

●
対
象
品
目

　
紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、

　
牛
乳
パ
ッ
ク
）、
缶
類
（
ア
ル
ミ
缶
、

　
ス
チ
ー
ル
缶
）、
ビ
ン
類
（
透
明
・

　
茶
色
・
そ
の
他
の
色
）、
布
類
、
金

　
属
類
（
フ
ラ
イ
パ
ン
、
鍋
等
）、
ペ

　
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
イ

●
補
助
金
額

　
４
円
／
㎏

●
問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
３

平
成
２９
年
度

資
源
ご
み
回
収
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

役場屋上のソーラーパネル
　三重県再生可能エネルギー等導入推進基金事業を活用
して、複合型施設行政棟に太陽光設備を設置しました。
この設備は、非常用電力として防災拠点としてのリスク
軽減を図ります。

太陽光発電システム
リチウム蓄電池
LED照明
LED外灯

設　備 導入容量
10KW
15KW
39W
6.4W

1基
1基
28灯
2灯

導入数量
導入設備

屋上の太陽光発電システム

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
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き
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教
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り
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ち
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健
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ダ
ー
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署
コ
ー
ナ
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い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

　
毎
月
１
回
定
期
開
催
！！

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

　
ま
す
。

　
桑
名
市
消
防
本
部
で
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
救
命
に
必
要
な
応

急
手
当
の
基
礎
知
識
と
技
術
を
習
得

し
て
い
た
だ
く『
普
通
救
命
講
習
会
』

を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

受
講
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
開
催
日
時

　
平
成
２９
年
４
月
か
ら
平
成
３０
年
３

　
月
ま
で
の
毎
月
第
１
月
曜
日

　
（
た
だ
し
、
５
月
は
１５
日
に
開
催

　
と
な
り
ま
す
。）

●
開
催
場
所

　
桑
名
市
大
字
江
場
７
番
地

　
桑
名
市
消
防
本
部

　
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
　
　
員

　
３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
対  

象  

者　
中
学
生
以
上

●
受  

講  

料　
無　
　
料

●
申
し
込
み　
随
時
受
付

●
講
習
内
容　
○
心
肺
蘇
生
法

　
　
　
　
　
　
○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

　
　
　
　
　
　
○
止
血
法

　
　
　
　
　
　
○
異
物
除
去
法
等

※

講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
『
普

　
通
救
命
講
習
修
了
証
』
を
交
付
し

　
ま
す
。

　
　
　
桑
名
市
消
防
本
部
防
災
指
導
課

　
　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
９
７

桑
名
市
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

生活のミニ情報生活のミニ情報
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

申・問
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早
め
の
手
続
き

す
ま
せ
て
、
安
心

　
桑
名
市
消
防
署
・
分
署
で
、「
普

通
救
命
再
講
習
」を
開
催
し
ま
す
。

　
普
通
救
命
講
習
を
受
講
さ
れ
て
か

ら
２
年
か
ら
３
年
ま
で
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

　
４
月
９
日（
日
）　
西
分
署

　
６
月
４
日（
日
）　
大
山
田
分
署

　
８
月
６
日（
日
）　
多
度
分
署

　
１０
月
１
日（
日
）　
長
島
木
曽
岬
分
署

　
１２
月
３
日（
日
）　
員
弁
南
分
署

　
　
い
ず
れ
の
日
も
午
前
９
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
１０
時
３０
分
ま
で

●
定　
　
員

　
３０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
。

　
複
数
人
で
申
し
込
み
も
可
）

●
対  

象  

者　
中
学
生
以
上

●
受  

講  

料　
無　
　
料

●
申
し
込
み　
随
時
受
付

●
講
習
内
容　
○
心
肺
蘇
生
法

　
　
　
　
　
　
○
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法

　
　
　
　
　
　
○
止
血
法

　
　
　
　
　
　
○
異
物
除
去
法
等

※

再
講
習
を
受
講
さ
れ
た
方
に
は
新

　
し
く
『
普
通
救
命
講
習
受
講
修
了

　
証
』
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
西
分
署

　
　
　
☎
０
５
９
４
│
３
２
│
５
９
９
９

　
　
　
大
山
田
分
署

　
　
　
☎
０
５
９
４
│
３
１
│
５
５
６
４

　
　
　
多
度
分
署

　
　
　
☎
０
５
９
４
│
４
８
│
３
１
９
９

　
　
　
長
島
木
曽
岬
分
署

　
　
　
☎
０
５
９
４
│
４
２
│
３
６
５
１

　
　
　
員
弁
南
分
署

　
　
　
☎
０
５
９
４
│
７
８
│
１
９
９
９

　
河
川
の
堤
防
除
草
で
発
生
し
た
刈

草
や
剪
定
枝
を
利
用
し
て
作
っ
た
堆

肥
を
、
無
料
に
て
配
布
し
ま
す
。

●
配
布
日
時

　
３
月
１５
日（
水
）〜
１７
日（
金
）

　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

　
（
小
雨
決
行
）

　
た
だ
し
、
無
く
な
り
次
第
、
終
了

　
と
し
ま
す
。

●
配
布
場
所
（
２
箇
所
同
時
）

　
桑
名
市
長
島
町
西
川

　
（「
国
営
木
曽
三
川
公
園
カ
ル
チ
ャ

　
ー
ビ
レ
ッ
ジ
」
南
側
）

　
海
津
市
海
津
町
本
阿
弥
新
田

　
（「
Ｊ
Ａ
に
し
み
の　
西
江
支
店
」

　
北
東
付
近
）

●
配
布
条
件

　
•
家
庭
菜
園
等
、
自
家
消
費
の
使

　
　
用
が
提
供
の
条
件
で
、
第
三
者

　
　
へ
の
転
売
等
の
営
利
目
的
の
方

　
　
に
は
提
供
で
き
ま
せ
ん
。

　
•
袋
詰
め
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
各

　
　
自
で
袋
や
道
具
は
持
参
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
•
作
業
時
の
安
全
に
は
十
分
注
意

　
　
し
、
ケ
ガ
等
は
自
己
責
任
で
お

　
　
願
い
し
ま
す
。

　
•
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

　
　
せ
ん
。
直
接
現
地
へ
お
越
し
く

　
　
だ
さ
い
。

　
•
提
供
す
る
堆
肥
の
使
用
に
よ
り

　
　
植
物
に
異
状
が
発
生
し
た
場
合

　
　
の
損
害
に
つ
い
て
、
当
方
で
は

　
　
一
切
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
。

　
　
国
土
交
通
省
木
曽
川
下
流
河
川

　
　
事
務
所　
管
理
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
７
１
７

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.

　
　

jp/kisokaryu/index.htm
l

　
ご
家
庭
か
ら
粗
大
ご
み
と
し
て
出

さ
れ
た
家
具
類
の
中
で
、
ま
だ
再
利

用
可
能
な
物
を
選
び
、
補
修
お
よ
び

再
生
し
、
展
示
販
売
を
し
ま
す
。

●
展
示
期
間

　
３
月
１３
日（
月
）〜
２０
日（
月
・
祝
）

●
展
示
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

●
抽  
選  

日

　
３
月
２１
日（
火
）

●
場　
　
所

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
（
管
理
棟
２
階
）

●
対  

象  

者

　
桑
名
市
・
東
員
町
・
い
な
べ
市（
員

　
弁
町
）・
木
曽
岬
町
に
在
住
の
方

　
（
業
者
の
方
は
除
く
）

●
申
込
方
法

　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合
に
あ
る

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　
載
の
う
え
、「
申
込
ボ
ッ
ク
ス
」に

　
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
販
売
価
格
（
入
札
方
式
）

　
最
低
販
売
価
格
を
１
０
０
円
か
ら

　
２
，
５
０
０
円
で
設
定
し
て
お
り
、

　
一
番
高
い
価
格
を
つ
け
た
方
に
販

　
売
し
ま
す
。
な
お
、
同
一
価
格
で

　
入
札
さ
れ
た
場
合
は
、
抽
選
に
な

　
り
ま
す
。

※

家
具
の
引
取
り
後
の
返
品
と
ク
レ

　
ー
ム
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
（
商
品
の
キ
ズ
、
不
具
合
等
を
ご

　
了
解
の
上
で
、
ご
購
入
を
お
願
い

　
し
ま
す
。）

　
　
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合

　
　
啓
発
係

　
　
☎
０
５
９
４
│
３
１
│
１
０
３
１

（
桑
名
広
域
清
掃
事
業
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）

　
月
末
・
週
末
は
、
登
録
申
請
手
続

き
・
相
談
等
が
集
中
し
、
窓
口
が
混

雑
し
ま
す
。

　
特
に
、
年
度
末
の
３
月
は
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
の
登
録
等
、
自
動

車
税
等
に
関
す
る
手
続
き
は
、
左
記

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
届
出
関
係
〉

●
普
通
自
動
車
・

　
１２５
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ

　
三
重
運
輸
支
局

　
　
☎
０
５
０
│
５
５
４
０
│
２
０
５
５

　

※

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
録
音
に

　
　
よ
る
案
内
）
は
、
２４
時
間
利
用

　
　
可
能
で
す
。

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
登
録

　
　
等
手
続
き
の
情
報
が
あ
り
ま
す

　
　
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
中
部
運
輸
局

　
　

http://w
w
w
tb.m

lit.go.jp

　
　

/chubu/

●
軽
自
動
車

　
軽
自
動
車
検
査
協
会
三
重
事
務
所

　
　
☎
０
５
０
│
３
８
１
６
│
１
７
７
９

●
１２５
㏄
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

　
住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

〈
税
金
関
係
〉

●
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

　
三
重
県
自
動
車
税
事
務
所

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
３
│
５
０
４
２

●
軽
自
動
車
税

　
（
１２５
㏄
を
超
え
る
オ
ー
ト
バ
イ
含

　
む
）

　
申
告
に
関
す
る
事

　
三
重
県
軽
自
動
車
税
等
事
務
共
同

　
処
理
協
議
会

　
　
☎
０
５
９
│
２
３
４
│
７
０
７
６

　
そ
の
他
税
に
関
す
る
事

　
住
所
地
の
市
役
所
・
役
場

問

問

「
堆
肥
の
無
料
配
布
」
の

お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
等
の

展
示
販
売
を
行
い
ま
す

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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第31回木曽岬一周輪中駅伝大会が開催されました
　2月５日（日）町内を一周する“第31回木曽岬一周輪中駅伝大会（主催：体育協会、

後援：中日新聞社）”が開催されました。

　本大会は輪中地帯である町内の堤防沿い約15㎞を6区間で競う駅伝大会で、

今回はスポーツ少年団の部に3チーム、中学生男子の部に2チーム、中学生女子の

部に５チーム、一般の部に13チームの全23チームで競技が行われました。

　天候はあいにく雨となりましたが、約180名の選手たちは町内を激走しました。

　ゴール後には豚汁が振舞われ、選手たちは雨で濡れた体を温めながら、完走の

喜びを分かち合っていました。

　主な結果は次のとおりです。

第10回美し国三重市町対抗駅伝木曽岬町代表チーム壮行会
　2月5日（日）、町体育館を会場に第10回美し国三重

市町対抗駅伝木曽岬町代表チームの壮行会を輪中駅伝大

会の閉会式前に開催しました。

　加藤町長からの激励の言葉を受け、選手を代表して第

5区間を走るキャプテンの伊藤勇選手が『チームが団結

し、選手一人ひとりが楽しく走れるよう頑張りたい』と

大会出場への意気込みを語ってくれました。また、町議

会議員からは激励品が、10区を走る奈良賢治選手に手

渡されました。

●部門別総合成績
優 勝 準 優 勝 第 3 位

／0:51’00〞
／1:00’06〞
／1:07’37〞
／1:03’13〞

Ｋ ・ Ｆ ・ Ｄ ・ Ａ
木 曽 岬 中 野 球 部
テ ニ ス 族
木曽岬ラッキーキッズ

／0:51’20〞
／1:00’55〞
／1:15’01〞
／1:05’42〞

市 工 業 ＆ 市 工 芸
おにぎりファイターズ
走 れ ア モ ー レ
木曽岬ミニバスケットボールクラブ①

／0:54’47〞

／1:15’41〞
／1:07’06〞

Ｋ ・ Ｆ ・ Ｄ ・ Ｂ

りんごまあざらしゃけーきういちご
木曽岬ミニバスケットボールクラブ②

チーム名／タイム
チーム名／タイム
チーム名／タイム
チーム名／タイム

一 般 の 部
中学生男子の部
中学生女子の部
スポーツ少年団の部

●部門別区間賞

氏 名
チーム名
タ イ ム
氏 名
チーム名
タ イ ム
氏 名
チーム名
タ イ ム
氏 名
チーム名
タ イ ム

一般の部

区 間

中 学 生
男子の部

中 学 生
女子の部

スポーツ
少年団の部

第１区
奈良　賢治

美し国駅伝チーム
08’52〞
花井　建介

木曽岬中野球部
10’58〞
堤　　水希

テ ニ ス 族
12’43〞
増田　一斗

木曽岬ラッキーキッズ
11 ’27〞

第６区
河村　羅雅

市工業＆市工芸
07’10〞
服部　智哉

木曽岬中野球部
08’22〞
林　　桃衣

テ ニ ス 族
10’06〞
出口　幸穏

木曽岬ミニバスケットボールクラブ①
08 ’55〞

第５区
正木　秀哉

Ｋ・Ｆ・Ｄ・Ａ
08’32〞
森　　翔太

おにぎりファイターズ
09 ’44〞
小嶋　美羽

テ ニ ス 族
11’01〞
正田　悠翔

木曽岬ラッキーキッズ
10 ’39〞

第３区
川口　貴史

市工業＆市工芸
09’17〞
坪田　琉志

おにぎりファイターズ
11 ’00〞
水野　亜也

テ ニ ス 族
12’28〞
河口　侑七

木曽岬ラッキーキッズ
11 ’44〞

第２区
加藤　晴土

市工業＆市工芸
07’20〞
水谷　光我

木曽岬中野球部
09’16〞
大西　　空

走 れ ア モ ー レ
10’50〞
伊藤　瞳也

木曽岬ラッキーキッズ
09 ’41〞

第４区
石川　大地

Ｋ・Ｆ・Ｄ・Ｂ
08’11〞
平野世羅亜

おにぎりファイターズ
09 ’16〞
佐藤　菜由

テ ニ ス 族
10’17〞
服部　葵生

木曽岬ミニバスケットボールクラブ②
10 ’09〞

教育委員会
☎68-1617

問合せ先Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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町の子どもたちの
　　　体力・運動能力向上の取組について
町の子どもたちの
　　　体力・運動能力向上の取組について
町の子どもたちの
　　　体力・運動能力向上の取組について

　木曽岬町教育委員会では『トマッピー教育プラン（木曽岬町教育振興基本計画　後期プラン）』（平成28年度
～ 32年度）を策定しました。その計画に伴い『平成28・29・30年度　木曽岬町幼児教育基本方針および
木曽岬町学校教育基本方針』を定めています。方針における体力・運動能力向上に関する項目は下記のとおり
です。

　木曽岬小学校・木曽岬中学校では全児童生徒を対象に体力テスト8種目【握力・上体起こし・長座体前屈・
反復横跳び・20mシャトルラン・50m走・立ち幅跳び・ボール投げ】を実施しています。その中で学校全体だけ
でなく一人ひとりの課題を見極め、生涯を通じて運動に親しむことのできる体力・運動能力の向上をめざして
取組をすすめています。
　また町教育委員会では子ども・大人を対象に誰でも気軽に受けることができる体力テストのイベントを毎年
1回（平成28年は12月）実施しています。

　平成25・26・27・28年度の4年間、木曽岬小学校5年生と木曽岬中学校2年生の児童生徒の「全国体力・
運動能力、運動習慣等調査」結果と全国の小学校5年生・中学校2年生との結果を比較したところ下記のよう
なことがわかりました。

　この方針に沿って、各園・学校においては体力・運動能力向上の取組をすすめてきました。

木曽岬町教育委員会

幼児教育基本方針

心身の健康を支える力の基礎となる体づくり
●運動遊びの推進

学校教育基本方針

心身の健康を支える力の育成
●運動能力および体力の向上

各園・学校の取組例（平成28年度）
充実した運動遊び(動物の動き、雲梯)の実践、運動会での発表の場の設定　等幼 稚 園

体力テストの実施、「なわとびカード」「にぎる運動カード」(鉄棒など)の取組　等小 学 校

体力テストの実施、ラジオ体操・長距離走　等中 学 校

授業における「めあて」と「ふりかえり」の取組、『元気アップシート』の作成小・中学校

木曽岬町の子どもの体力・運動能力の傾向は？

良さの見られる種目
50ｍ走
立ち幅跳び

※毎年全国平均を上回っています。

課題の見られる種目
上体起こし
反復横跳び

改善の見られる種目

握力
※幼稚園・保育園、小学校の鉄棒・
　雲梯の取組が効果的であったと
　考えられます。

※年により異なりますが、比較的
　課題の見られる種目です。

※「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の全国的な結果等は文部科学省のHPで確認することができます。

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
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　木曽岬町教育委員会ではグローバル人材の育成（英語

教育の推進）を基本方針の一つに掲げています。中学校

ではオール・イングリッシュによる英語の授業や、非常

勤講師による補充学習、英語担当教員とALT（外国語

指導助手）の連携した授業などの取組がすすめられてい

ます。

　こうした中、昨年の12月26日（月）・27日（火）に

鈴鹿市青少年センターにて開催された三重県教育委員会

主催の「英語キャンプ」に木曽岬中学校2年生の鬼頭萌々

菜さんと杉野小町さんが参加しました。

　この事業は、英語コミュニケーション能力の向上と英

語による活動を通して、他校の生徒と交流し、人間的成

長を図ることをねらいとして開催されました。

　英語でふるさとをプレゼンテーションする時間があり、

二人は「鍋田川堤防の桜並木」と「魔法のフライパン」

を紹介しました。今後も英語を活用したコミュニケーシ

ョン能力の向上にがんばってもらいたいと思います。

中学校　英語キャンプ

　2月2日（木）に木曽岬町議場において小学校6年生児

童を対象に「子ども議会」が開催されました。児童4名

が交代で議長となり、スムーズな議会の進行を行うこと

ができました。

　議事の内容として、定例の町議会と同じく町長の行政

報告にはじまり、その後、A・B組からそれぞれ4名が

　

木曽岬町に関する下記の質問を児童が行いました。それ

ぞれの質問に対しては、町役場各担当課長から答弁があ

りました。中には、その答弁に対して再質問する児童も

いました。この学習を社会科の政治の学習にいかすとと

もに、残り少ない小学校生活を充実したものにしてもら

いたいと思います。

小学校　子ども議会を開催しました

杉
野
さ
ん（
左
）と
鬼
頭
さ
ん（
右
）

〈
参
加
後
、校
長
室
に
て
〉
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　木曽岬町給食センターでは、木曽岬町や三重県産の食材を活用して「地物一番の日」として給食を

提供しています。（変更になる場合があります）

　3月　3日（金）　のり（のり和え）

　3月16日（木）　鶏肉（親子うどん）

　※2月24日に木曽岬漁業協同組合より手巻き用の焼き海苔を提供していただきました。ありがとうございました。

木曽岬町の地物をいかした給食の献立について

【6年A組】
森　　嵩翔 議員 木曽岬町防犯対策について
伊藤　三琴 議員 木曽岬中学校の部活について
長谷川真帆 議員 自主運行バスの本数増加について
山田　陽菜 議員 広報のスピーカーの電波改善と
 外国語対応について
【6年B組】
伊藤　愛梛 議員 木曽岬町の災害対策について
伊藤　空音 議員 木曽岬小学校の洋式トイレについて
佐野　愛美 議員 木曽岬町の人口減少について
横井　想奈 議員 木曽岬小学校の手洗い場について

子ども議会の質問項目と質問議員
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わたしの
オススメする
この一冊

わたしの
オススメする
この一冊

オススメの本

『ママのスマホになりたい』
絵・作：のぶみ　発行：WAVE出版

木曽岬南部幼稚園保育園　有村　真理子

　主人公のかんたろうは、ママが大好き。そんなママに上手にできたブロックを見てほしくて

呼びかけます。でもママは、スマホを見ていて聞いていません。ママは、用事が終わるとすぐ

スマホなんです。かんたろうはママが自分だけを見てくれる国を作って、思いを伝えます。

　そんなある日、幼稚園で「おとなになったらなにになりたいですか？」と聞かれたかんたろうは、

「ママのスマホになりたい」と答えます。なぜママのスマホに・・・？「ぼくだけをみてほしい」

小さな心と体でがんばっている切ないかんたろうの気持ちがぎゅっと詰まった一冊です。

木曽岬町立図書館
利用カードデザイン大募集！

木曽岬町立図書館
利用カードデザイン大募集！

　現在建築中の木曽岬町立図書館は、平成30年1月に開館を予定し準備をすすめています。図書館内には

開館時に約20,000冊の図書を配架することを予定しています。館内には「絵本とお話のコーナー（児童書

架）」「学習スペース」「ブラウジングスペース（雑誌・新聞）」等が計画されています。

　図書はこれまでの北部公民館図書室と同様に貸出を行います。バーコードでの貸出を行いますので、利用者

の方々には新しく【利用カード】を登録していただきます。その【利用カード】のデザインを下記のとおり町民

の皆さんから募集します。

⑴提出していただくもの／写真および写真データ（木曽岬町に関する風景・建物・食べ物など）
　　　　　　　　　　　　鮮明にうつっているものとします。　応募された方に著作権があるものとします。
⑵募　集　期　間／平成29年3月3日（金）～平成29年5月26日（金）
⑶提　　出　　先／木曽岬町教育委員会事務局　
⑷提　出　方　法／下記の①～③のいずれかにてお願いいたします。

⑸そ　　の　　他／•利用カードは5,000枚の作成を予定しています。
　　　　　　　　　•応募された写真、ＣＤ等は返却いたしません。
　　　　　　　　　•全面または一部をデザインとして使用します。
　　　　　　　　　•写真の前に文字等が入ります。
　　　　　　　　　•カードデザインは木曽岬町図書館活性化委員会で意見交流した後、木曽岬町および木曽
　　　　　　　　　　岬町教育委員会にて決定します。
　　　　　　　　　•応募は1人3点までで、町内在住または在勤の方に限ります。

① 写真

※裏面に住所、名前、電話番号を明記
※写真の大きさは問いません
　（Ｌ版サイズなど）

（例）西対海地251番地
　　図書　本子
　　68-1617

（ウラ） ② 画像データ（CD等）

※受付時に住所、名前、電話番号を
　お聞きいたします。

③ メール

※下記アドレスに画像データを送付
　してください。
　住所、名前、電話番号を明記して
　ください。
　kyouiku@town.kisosaki.mie.jp
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　木曽岬町では図書館開館に向けて図書の整備などの準備をすすめているところです。教育委員会では、

町民の皆さんがオススメする本の紹介原稿を募集しています。図書館がオープンする時には、その紹介文を

「わたしのオススメするこの一冊」として冊子を作成し配布します。

　皆さんが読まれた本（または読み聞かせをされた本）の中でオススメの本を200字以内で紹介してくだ

さい。一般図書から児童書にいたるまで、どんな本でもかまいません。その本の魅力や、読んだ感想、お子さん

に読み聞かせをした時のエピソードなどを紹介してください。用紙は役場教育委員会事務局と北部公民館に

あります。小学生のお子さんが書いていただく場合は保護者の方で文章の確認をお願いします。

【広報きそさき3月号に用紙が折込してあります。ぜひご応募ください。締切は6月9日（金）です。】

図書館
開館が

近づいて
きまし

た「わたしのオススメするこの一冊」
大募集！

「わたしのオススメするこの一冊」
大募集！

〈掲載イメージ〉

　あるおうちに招待されたトチくんが100階だての家に入り、たくさんの動物たちに出会う

お話です。見開き1ページごとに10階分の様子が絵にあらわされています。子どもたちと

一緒に見ていると、「つぎは、なに～」と子どもたちもワクワクします。親子で何度でも読み

たくなるような一冊です。

本の表紙

オススメする人

本の名前

著者名

出版社名

【H.M】　【西対海地】

100かいだてのいえ（絵本）

岩井　俊雄

偕成社

【名前】と【自治会】を掲載します。
名前はイニシャルでも可。
他市町に在住で町在勤の方は職場の住所の自治会を明記

図書館開館プレイベント第4弾！！

本のフィルムコーティング体験のご案内本のフィルムコーティング体験のご案内
　図書館開館プレイベント第4弾を下記のように開催します。日程が合わなかった皆さんの声にお応えし、

8月に開催した「本のフィルムコーティング体験」を開催いたします。図書館の本を保護している「フィルム

コーティング」をご自分の本にしてみませんか？

　小学生以下の参加者については、保護者同伴でトマッピーのイラスト入り「オリジナルしおりづくり」を体験

できます。申し込みは役場教育委員会事務局または北部公民館の申込用紙に記入の上、お申し込みください。

●日　時／3月11日（土）　午前10時～正午
●場　所／北部公民館 ●対　象／5歳以上（小学生以下は保護者同伴でしおりづくり）
●定　員／15名（先着順） ●参加費／無料
●持ち物／コーティングしたい本（2冊）、はさみ、ハンカチ（布）、ものさし（30cm以上のものがあれば）
●締　切／3月10日（金）

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

カ
レ
ン
ダ
ー

警
察
署
コ
ー
ナ
ー



14広報きそさき　2017.3.1

　1月4日（水）から6日（金）の3日間、ほおのき平スキ

ー場（岐阜県高山市）を会場に“わんぱくキッズスキー

スノーボードスクール”を開催しました。

　この事業は『「できた！」が自信につながる』『自然の

中でコミュニケーション能力を育む』『自立心と社会性

を身に付ける』の3つをテーマに桑名郡市の小学生を対

象に木曽岬町体育協会が桑名市の総合型クラブと共同で

共催したものです。

　今回は71名（内、木曽岬からは9名）の参加者があり、

3日間の活動を通じて、スキー・スノーボード技術の習

得はもちろんのこと、他市町の同世代や学年の違う子と

たくさん友達になったり触れ合う良い機会となりました。

また、キャンプカウンセラーのお兄さん・お姉さんに助

けてもらいながらも、自分のことは自分でするという良

い経験にもなりました。

わんぱくキッズスキー・スノーボードスクール開催！

　1月14日（土）・15日（日）の2日間にわたり、町体

育協会主催の“第48回スキー・スノーボード教室”が

鷲ヶ岳スキー場（岐阜県郡上市）において開催されました。

　この事業は親子・初心者の方を中心に、スキーとスノ

ーボード技術の向上のほか、町民相互の親睦を深めるこ

とを目的に毎年開催しているものです。

　今回は30名の参加者があり、スキーやスノーボード

を初めてする子もインストラクターの先生の話を真剣に

聞き、2日間を通じてスキー・スノーボード技術の習得や、

世代を超えて多くの方々と接する良い機会となりました。

第48回スキー・スノーボード教室を開催しました

　1月22日（日）にAGF鈴鹿体育館（三重県）で開催さ

れた「第26回春の全国小学生ドッジボール選手権三

重県大会」において、木曽岬ラッキーキッズが夏の選

手権大会に続いて見事“優勝”し、3月26日（日）に北

九州メディアドーム（福岡県）で開催される全国大会出場

の切符を獲得しました。

　今後のさらなる活躍を期待

しています！！

“第26回春の全国小学生ドッジボール選手権三重県大会”
　木曽岬ラッキーキッズ優勝！！　全国へ！！

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

カ
レ
ン
ダ
ー

全国大
会へ

　　出
場決定全国大
会へ

　　出
場決定



15 広報きそさき　2017.3.1

大会結果報告

　木曽岬町スポーツ少年団のミニバスケットボールクラブ
（男子）が11月5日（土）に弥富市十四山スポーツセンター
（愛知県）にて開催された「2016年　第7回三
愛カップ　Jトーナメント」に出場し、見事3
位に入賞することができました。
　また、今大会の優秀選手賞に6年生の出口
幸穏さん（見入）が選ばれました！
　今後の活躍に期待します！！

▼木曽岬ミニバスケットボールクラブ（男子）
　“2016年 第7回三愛カップ Jトーナメント”において第3位！！

　木曽岬町スポーツ少年団のミニバスケットボールクラブが
1月21日（土）に三重県営サンアリーナにて開催された「三
重県バスケットボール協会長杯争奪ミニバスケットボール大
会」に桑員地区代表として出場しました。
　この大会は桑員、三泗、鈴亀、津、伊賀、松紀、南勢地区
の代表に選ばれたチームが出場できる大会で、全20チーム
が参加し、大会はトーナメント形式でおこなわれました。
　木曽岬ミニバスケットボールクラブは松紀地区代表の中部
ミニバスケットボールクラブと1回戦目に対戦し、惜しくも
35対37のワンゴール差で負けてしまいましたが、チーム
一丸となり精一杯頑張ることが出来ました。
　今後の活躍に期待します！

▼木曽岬ミニバスケットボールクラブ
　“三重県バスケットボール協会長杯（岡村杯）争奪ミニバスケットボール大会”出場！

　木曽岬町スポーツ少年団のミニバスケットボールクラブが
12月23日（金・祝）～24日（土）に飛島総合・南部体育館（愛
知県）にて開催された「桶狭間の戦い【冬の陣】WINTER 
CUPコラボ大会」に出場しました。
　大会では、予選のリーグ戦を5位で通過し、ソリの部トー
ナメントにおいて優勝することができました。
　今後の活躍に期待します！！

▼木曽岬ミニバスケットボールクラブ
　“桶狭間の戦い【冬の陣】WINTER CUPコラボ大会”結果報告！
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

教育関連施設開館日のお知らせ
町 体育館 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

12日（日）　午前9時～午後4時
26日（日）　午前9時～正午

文 化資料館
◎開館日
毎週日曜日
午前9時～午後4時

◎開館日
火～日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時

北 部公民館

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行います。
インディアカやバドミントン、卓球などを実施しています
のでぜひ体育館へお越しください。

26日（日）　午後1時～ 4時

北部公民館 図書室だより北部公民館 図書室だより新 刊

児童向け●鼠、嘘つきは役人の始まり
赤川 次郎

●サーベル警視庁
今野 敏

●見てる、知ってる、考えてる
中島 芭旺

●クランクイン
相場 英雄

●三鬼
宮部 みゆき

●しんせかい
山下 澄人

●す～べりだい
鈴木 のりたけ

●おかしのまち
青山 邦彦

●星の王子さま
アントワーヌ・ド・サン＝テグジュベリ

●ぶららんこ
鈴木 のりたけ

●かいけつゾロリの王子さまになるほうほう
原 ゆたか

●10ぴきのかえるのふゆごもり
仲川 道子

ネットの危険からお子さまを守るために
フィルタリングの利用を
　お子さまがインターネットを利用される場合、年齢や使い方に
合わせてフィルタリングの設定をしましょう。フィルタリングは、
不適切な情報や危険な出会い等を防ぐために有効です。スマ
ートフォンは、契約時や機種変更時に保護者から販売店へ、
フィルタリングサービスの利用について申し出てください。
パソコンの場合も、フィルタリングソフトやサービスなどを導入
してください。

危険性について知る・教える
　お子さまを守るために、まず保護者が、インターネットの利用
に関する危険について知り、危険性と適切な利用方法について
お子様と話し合いましょう。
例えば、 ○有料サイトの料金が未納などといった架空請求
 ○オークションやネット販売での詐欺
 ○コミュニティサイトなどで知り合った相手からの
 　性的犯罪被害や誹謗中傷
 ○不正アプリによる個人情報の漏えい
　などといった相談が、お子さまだけでなく、大人からも多数
寄せられています。

インターネット利用時のルールを決めましょう
　子どもは、スマートフォンやパソコンの使い方は教えなくても
覚えますが、してはいけないことやモラルは大人が教えていか
ないといけません。
お子さまとよく話し合って、例えば、
　○個人情報（名前、住所、電話番号、学校名、顔写真）やパス
　　ワード、ユーザー IDなどを教えたり書き込まない。
　○社会でしてはいけないことは、インターネット上でもしない。
　○パスワードは保護者が管理する。
　○インターネットで知り合った人と会わない。
　○トラブルのときは、すぐに保護者に相談する。
　などのルールを、お子さまと一緒に作りましょう。
　保護者が利用を制限しながら子どもに利用させる「ペアレン
タルコントロール」を心掛けてください。

●警察安全相談電話　「＃9110」 「059-224-9110」

●桑名警察署　　　　「0594-24-0110」
※平日の午前9時～午後5時まで

町内1月の交通事故
●件数／10件（10件）●死者数／0人（0人）●負傷者数／0人（0人）

（　　）…平成29年累計
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　広報きそさき2月号、P15掲載の美し国市町対抗駅伝の選手紹介中で「伊藤優貴」さんの名前が誤って「優希」と
なっておりましたので、お詫びし、訂正いたします。

「広報きそさき2月号の記事のお詫びと訂正」
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

「健康増進計画・食育推進計画No.3」成人編成人編

　2月号では、木曽岬町の現状を一部紹介しました。
　今回は、最後のワークショップの内容をご紹介します。平成29年1月23日（月）
に18名の方の参加で開催されました。その結果をお知らせします。
　前回までに【理想の姿】、「町の良いところ」「改善したいところ」「必要な健康
づくりや食育の取り組み、環境づくり」「取り組みの名前」を話し合いました。そこから、優先的に
実施する取り組みを決定し、目標や内容など話し合いました。

　目標が、実現できるように町民の皆さん、団体や関係機関と共に取り組んでいきたいです。この後、
策定委員会において、計画を作り上げていきます。

参加者の声

年齢問わず意見の交換が
　　　　できて良かった。

色々な人に参加してほしい。
楽しく考えられる。

楽しかった！
　　実現してほしい！

もっと語って、話し合いすることを
　　　　　　楽しみにしています。

1. 乳幼児期・学齢期（0～17歳）

　町の豊かな自然の中で、気持ちに
ゆとりがあって、自分のことも人のこ
とも大切にできる子どもの姿

　子どもの成長支援、地産地消料理教室、世代間・
子育て交流、ラジオ体操復活！ など

【理想の姿】 【取り組みの候補】

（どんなことでも話せる場を目標に）

優先的に

0～6歳の子どもとその親のいこいの広場

3. 壮年期（40～59歳）

　壮年期では、仕事や子育てだけで
なく、次のライフステージをみすえた
姿（目標を持つ、趣味を持つ、続けら
れるスポーツがある）

　木曽岬同窓会、男の料理教室、ファミリーイベント、
独身の集い、子どもの進路など

【理想の姿】 【取り組みの候補】

（定年後も楽しみがある人が増えることを目標に）

優先的に

男の料理教室

2. 青年期（18～39歳）

　乳幼児期と学齢期をのびのびと過
ごした後、青年期では、働き、身体を
動かして、何でも食べて、心にゆとり
のあるいきいきとした姿

【理想の姿】 【取り組みの候補】

交流会、健康づくり、食育など
優先的に

食育で健康に！

（朝食を食べる若者を増やそうを目標に、）学生朝食堂、学割モーニング

4. 高齢期（60歳～）

　高齢期では、出会いを大事にして、
周囲の人たちとのつながりを持って、
趣味などを通じて、人生を楽しむ姿

　男の料理教室、他県の人と集団見合い、若者も
みんなで話しができる、木曽岬産直販売、集会所を
利用した交流の場づくりなど

【理想の姿】 【取り組みの候補】

優先的に

集会所を利用した交流の場づくり

（楽しい時間が過ごせる交流の場をつくることを）定年後も楽しみがある人が増えることを目標に
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忘れてませんか？ 予防接種

　感染症は、細菌やウイルスによって引き起こされます。予防接種の役割は、病気に対する特異的な抵抗力（免疫）
をつけて、病原体から身を守ることです。予防接種を受けるかどうか迷った場合は、医師に相談して一緒に考えて
いきましょう。予防接種を受けておけば、病気を予防することができ、子どもとその周囲の人の健康を守ることが
できます。

こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

〈予防接種の効果〉

〈その他の予防接種〉

　下記の対象者につきましては、H29年4月1日以降の接種は全額自己負担となりますので、助成期間である
H29年3月末までに接種いただきますようご注意ください。

〈H29年3月末までの予防接種公費助成対象者〉

予防接種名 対 象 者 備 考
MR（Ⅱ期） 平成22.４.２～平成23.４.１生まれの方

昭和26.４.２～昭和27.４.１生まれの方
昭和21.４.２～昭和22.４.２生まれの方
昭和16.４.２～昭和17.４.１生まれの方
昭和11.４.２～昭和12.４.１生まれの方
昭和６.４.２～昭和７.４.１生まれの方
大正15.４.２～大正15.12.24 生まれの方
昭和１.12.25～昭和２.４.１生まれの方
大正10.４.２～大正11.４.１生まれの方
大正５.４.２～大正６.４.１生まれの方

高齢者肺炎球菌
個人負担額 2,500円
ただし、過去に肺炎球菌
予防接種（23価高齢者
肺炎球菌多糖体）をした
者は除く。

子育てサロン
●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●３月の子育てサロンのお休み
　　　　　　　／３月10日㈮、13日㈪PM、16日㈭、土・日曜日および祝日

予防接種
のご案内
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  2日・  6日・  9日・13日・16日
20日・23日・27日・30日

毎週火・金曜日
  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日・31日

毎月第１・第３水曜日
1日・15日

毎月第２水曜日
8日

毎月第４水曜日
22日

毎週水曜日
1日・8日・15日・22日・29日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 26日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68-6104
住 民 課 68-6103
税 務 課 68-6102
危機管理課 68-6101
総務政策課 68-6100

保健センター 68-6119
教育委員会 68-1617
議会事務局 68-6108
会 計 課 68-6107

68-6106建 設 課

産 業 課 68-6105

夜間・休日電話 40-9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

月カレンダー3
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

20㊊•伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2017•人権相談

9 ㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～11時30分

16㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室

福祉・教育センター

保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～2時30分

24㊎
•心配ごと・行政相談
•幼稚園保育園卒園式・修了式
•心臓病予防講演会

福祉・教育センター
中部・南部幼稚園保育園
役場4階防災会議室 要予約☎68-6119

午前9時30分～11時30分

午後2時～3時30分

4月カレンダー

26日•日曜役場 役場　住民課・税務課 収納・証明業務午前8時30分～午後5時

2 日•さくらまつり 鍋田川いこいパーク 午前10時～午後3時

30㊍•カウンセリング 保健センター 要予約☎68-6119

3月の納付

●国民健康保険料（3/31納期限） ……… 第９期分
●後期高齢者医療保険料（3/31納期限）  第９期分
●介護保険料（3/31納期限） …………… 第６期分
●水道料金・下水道使用料（3/31納期限）  Ｂ地区
●幼稚園授業料（3/27納期限） …………… ３月分
●保育園保育料（3/27納期限） …………… ３月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付をお忘れなく！
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10㊎•育児相談 保健センター 午後1時30分～3時 要予約☎68-6119

14㊋•笑顔で幸せ健康づくり講演会 保健センター 午後1時30分～3時 要予約☎68-6119

3 ㊎•ダイエット教室（体操） 保健センター 午後1時30分～3時 要予約☎68-6119

17㊎•ダイエット教室（体操） 保健センター 午後1時30分～3時 要予約☎68-6119

28㊋•親子ふれあいクッキング 保健センター 午前9時30分～午後1時 要予約☎68-6119

13㊊•ダイエット教室（調理実習）•音楽療法
保健センター
福祉・教育センター集会室

要予約☎68-6119午前9時30分～午後1時
午前10時30分～11時30分




